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Reports

の
ア
カ
デ
ミ
ー
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
で
絵
を
学
び
、
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な

タ
ッ
チ
で
人
物
や
風
景
を
誠
実
に
描
い
て
高
い
評
価
を
受
け
た
彼
女
は
、

結
核
の
た
め
二
五
歳
で
亡
く
な
り
、
作
品
の
多
く
は
第
二
次
大
戦
中
に
失

わ
れ
た
。

　
二
十
世
紀
に
入
る
と
、
多
数
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
者
が
エ
コ
ー
ル
・
ド
・

パ
リ
を
彩
る
こ
と
に
な
る
。A

lexandra Exter 

（1882-1949

）、Volody-
m

yr B
aranoff-R

ossiné 

（1888-1944

） 

、Sonia D
elaunay

（1885-
1980

） 

、A
lexander A

rchipenko

（1887-1964

） 

、M
ykhailo B

oichuk 

（1882-1937

） 

、A
lexis G

ritchenko 

（1883-1977

） 

、M
ykhailo A

n-
dreenko

（1894-1982

）
な
ど
、
と
り
わ
け
一
八
八
〇
|

九
〇
年
代
生

ま
れ
に
は
有
力
な
芸
術
家
た
ち
が
多
く
、
ま
さ
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
美
術
の
黄

金
世
代
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
的
な
芸
術
家
た
ち
だ
が
、
ス
サ
ク
氏

に
よ
る
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
者
に
は
あ
る
共
通
性
が
見
ら
れ
る
と
い

う
。
そ
れ
は
、「
色
、
空
間
、
誇
張
法
」
で
あ
る
。
た
と
え
ば
装
飾
的
な

Exter

の
作
品
とD

elaunay

の
抽
象
画
、B

aranoff-R
ossiné

の
キ
ュ
ビ
ズ

ム
作
品
、
や
や
世
代
は
下
る
がVassyl K

hm
eluk 

（1903-86

）
の
フ
ォ
ー

ヴ
ィ
ズ
ム
的
絵
画
は
、
い
ず
れ
も
鮮
や
か
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
色
彩
が
目

を
惹
く
（
ち
な
み
にB

aranoff-R
ossiné

は
作
曲
家
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
に
触
発

さ
れ
て
「
色
光
ピ
ア
ノ
」
を
製
作
、
実
演
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
）。
一
方
、

Exter

の
空
間
構
成
とA

rchipenko

の
彫
刻
作
品
に
は
同
種
の
無
重
力
性

特
別
レ
ク
チ
ャ
ー
「
エ
コ
ー
ル
・
ド
・
パ
リ
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
芸
術
家
た
ち
」

ヴ
ィ
タ
・
ス
サ
ク
講
演
会

報
告

　
前
田
和
泉

　

本
レ
ク
チ
ャ
ー
は
二
〇
一
四
年
十
一
月
二
八
日
、
科
研
費
若
手
研
究

（
B
）「
大
戦
間
期
ガ
リ
ツ
ィ
ア
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
ユ
ダ
ヤ
人
作
家
、
画
家

の
芸
術
思
想
的
系
譜
と
モ
ダ
ニ
テ
ィ
」（
加
藤
有
子
・
名
古
屋
外
国
語
大
学
）、

科
研
費
基
盤
（
A
）「
ポ
ス
ト
・
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
か
ら
見
た
ソ
連
崩
壊

の
文
化
史
的
意
味
に
関
す
る
超
域
横
断
的
研
究
」（
亀
山
郁
夫
代
表
・
名
古

屋
外
国
語
大
学
）、
お
よ
び
東
京
外
国
語
大
学
総
合
文
化
研
究
所
の
共
催
に

よ
り
、
研
究
講
義
棟
二
二
六
教
室
に
て
開
催
さ
れ
た
。

ヴ
ィ
タ
・
ス
サ
ク
氏
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
立
リ
ヴ
ィ
ウ
美
術
館
学
芸
員
・

リ
ヴ
ィ
ウ
大
学
准
教
授
。
エ
コ
ー
ル
・
ド
・
パ
リ
で
活
躍
し
た
ウ
ク
ラ
イ

ナ
人
芸
術
家
た
ち
を
ま
と
め
た
主
著
『
パ
リ
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
芸
術
家
た

ち
。
一
九
〇
〇
|

一
九
三
九
年
』（
二
〇
一
〇
）
は
英
語
や
仏
語
に
も
翻

訳
さ
れ
て
話
題
と
な
っ
た
。
本
レ
ク
チ
ャ
ー
で
は
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
豊

富
な
画
像
と
と
も
に
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　
エ
コ
ー
ル
・
ド
・
パ
リ
に
つ
い
て
は
今
さ
ら
説
明
の
必
要
は
あ
る
ま
い
。

十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
世
界
中
か
ら
様
々
な
経
歴

と
作
風
を
持
つ
芸
術
家
た
ち
が
パ
リ
に
集
い
、
多
彩
な
活
動
を
繰
り
広
げ

た
。
旧
ロ
シ
ア
帝
国
か
ら
も
シ
ャ
ガ
ー
ル
や
ス
ー
テ
ィ
ン
を
始
め
と
す
る

数
多
く
の
芸
術
家
が
パ
リ
へ
と
渡
っ
て
き
た
が
、
そ
の
中
に
は
少
な
か
ら

ぬ
数
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
者
が
い
た
。

　M
arie B

ashkirtseff 

（1858-84

）
は
そ
の
先
駆
的
存
在
で
あ
る
。
パ
リ
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報告

が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
ど
の
芸
術
家
に
も
表
現
上
の
大
胆
さ
と
極
端

さ
が
備
わ
っ
て
い
る
。

　
全
体
と
し
て
は
前
衛
性
が
強
い
こ
れ
ら
の
世
代
の
中
で
異
彩
を
放
つ

の
が
、
ヴ
ィ
ザ
ン
テ
ィ
ン
美
術
を
思
わ
せ
るB

oichuk

で
あ
る
。
地
理
的

に
ギ
リ
シ
ア
と
近
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、
ヴ
ィ
ザ
ン
テ
ィ
ン
美
術
は
ロ
シ

ア
よ
り
も
色
濃
く
そ
の
影
響
を
残
し
て
お
り
（
ロ
シ
ア
の
画
家
ヴ
ル
ー
ベ
リ

が
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
卒
業
後
、
キ
エ
フ
の
教
会
修
復
に
参
加
す
る
中
で
ヴ
ィ
ザ

ン
テ
ィ
ン
美
術
に
触
れ
、
独
特
の
モ
ザ
イ
ク
画
風
タ
ッ
チ
を
確
立
さ
せ
た
こ
と

を
想
起
さ
れ
た
い
）、B

oichuk

も
ま
た
そ
の
よ
う
な
土
壌
か
ら
生
ま
れ
た

画
家
で
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
は
イ
コ
ン
や
ル
ボ
ー
ク

（
民
衆
版
画
）
な
ど
に
着
目
し
、
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
作
品
を
多
く
生

み
出
し
た
が
、
言
う
な
れ
ばB

oichuk
は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
プ
リ
ミ
テ
ィ

ヴ
ィ
ズ
ム
」
と
も
呼
ぶ
べ
き
存
在
だ
。
そ
の
非
遠
近
法
的
構
図
や
無
表
情

な
人
物
の
顔
が
、
ど
こ
かA

rchipenko
の
滑
ら
か
で
顔
の
な
い
人
物
彫

刻
と
の
共
通
性
を
感
じ
さ
せ
る
の
も
興
味
深
い
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
者
の
中
に
はEm

m
anuel M

ané-K
atz

（1894-
1962

）、Chana O
rloff （1888-1968

）
な
ど
ユ
ダ
ヤ
人
も
少
な
く
な
か
っ

た
。
ス
ー
テ
ィ
ン
、シ
ャ
ガ
ー
ル
、モ
デ
ィ
リ
ア
ー
ニ
を
始
め
、エ
コ
ー
ル
・

ド
・
パ
リ
で
は
多
く
の
ユ
ダ
ヤ
人
画
家
が
活
躍
し
た
が
、
元
々
ユ
ダ
ヤ
系

住
民
の
多
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
の
芸
術
家
た
ち
も
、
そ
う
し
た
「
エ
コ
ー

ル
・
ド
・
パ
リ
の
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
」
の
一
角
を
形
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
ロ
シ
ア
か
ら
独
立
し
た
の
は
ソ
連
崩
壊
後

の
二
十
世
紀
末
の
こ
と
で
あ
る
。
エ
コ
ー
ル
・
ド
・
パ
リ
時
代
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
は
、
帝
政
ロ
シ
ア
、
も
し
く
は
ソ
連
の
一
部
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
で

は
、
そ
の
時
代
の
芸
術
家
た
ち
を
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
」
芸
術
家
た
ち
と
一

括
り
に
し
て
よ
い
も
の
な
の
か
？

レ
ク
チ
ャ
ー
後
の
質
疑
応
答
に
お
い
て
も
、
彼
ら
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
関
し
て
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
も
そ
も

ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
多
民
族
、
多
言
語
、
多
文
化
が
混
淆
す
る
地
で
あ
る
。
民

族
的
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
で
も
母
語
は
ロ
シ
ア
語
と
い
う
者
も
珍
し
く

な
い
し
、
前
述
の
よ
う
に
ユ
ダ
ヤ
人
も
多
い
（
ス
サ
ク
氏
自
身
も
ユ
ダ
ヤ
の

血
を
引
き
、
母
語
は
ロ
シ
ア
語
で
あ
る
）。
モ
ス
ク
ワ
や
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
で

教
育
を
受
け
た
者
も
少
な
く
な
い
。
だ
が
驚
い
た
こ
と
に
、
独
立
国
と
し

て
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
ま
だ
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
二
十
世
紀
初
頭
に
お

い
て
も
、
パ
リ
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
者
に
よ
る
芸
術
グ
ル
ー
プ
が
形
成

さ
れ
、
彼
ら
の
作
品
を
集
め
た
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。
無
論
そ
の

一
方
で
、
マ
レ
ー
ヴ
ィ
チ
の
よ
う
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
だ
が
美
術
史
的
に

は
ロ
シ
ア
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
と
い
う
文
脈
に
置
か
れ
る
べ
き
画
家
も

い
る
。
昨
今
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
地
に

お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
は
一
言
で
ま
と
め
ら
れ
る

ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。
だ
が
そ
の
複
雑
さ
ゆ
え
に
こ
そ
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
豊

潤
な
文
化
的
土
壌
が
存
在
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
政
治
に
翻
弄
さ
れ

混
迷
の
度
を
増
す
現
代
ウ
ク
ラ
イ
ナ
社
会
も
、
エ
コ
ー
ル
・
ド
・
パ
リ
に

鮮
や
か
な
足
跡
を
残
し
た
多
彩
な
芸
術
家
た
ち
も
、
同
じ
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

両
面
な
の
だ
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。


